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＜本号の表紙絵＞

ワルエルダ解剖書

この解剖書(1647年、アムステルダム版)は

九州大学医学部附属図書館が所蔵している

もので､図書館三階の展示室にVesaliusの

執ファブリカ〃やPar6の、パレ全集〃など

とともに展示されている。

ワルエルダ(JoanValuerdadellamusco)

はスペイン出身であり、16世紀の中頃にヴ

ェサリウスが打ち立てた近代解剖学をスペ

インに初めて移入し広めた医家である。

ワルエルダの解剖害の原典はHistoria

delacomposiciondelcuerpohumano

escritaporJoandeValverdadeHam-

suco,Roma,1556,fol.,impressapor

AntonioSalamancayAntonioLafreijと

いうタイトルであり、ヴェサリウスの「フ

ァブリカ」を底本にしながら、1556年にロ

ーマにおいてスペイン語で出版したもので

ある。右図(自らの皮膚を剥ぎ示す筋肉男で、

、エコルシュ〃と呼ばれる）は、ワルエルダ独

自のものである。

解体新書の扉絵は、このオランダ語の訳

本(1568ないし1614年刊のアントワープ版)の

表紙絵から採ったものと推測されている。

ここに掲げた「ワルエルダ解剖書(アムス

テルダム版;1647)」は、岩熊哲氏の考証(岩

熊哲著、執解体新書を中心とする解剖書誌"、昭

和18年、婦女新聞社刊、東京)によると、昭和

初期(昭和4年、大阪朝日新聞社主催の開国文

化大展覧会に、蝋和蘭解剖害"として出品されて

いる)に松江市の篤志家桑原羊次郎氏が所

蔵されていたもののようで、現在本書の来

歴を調査中である。（佐藤裕）
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